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〔はじめに〕
拍動流体外循環の有用性については多くの研究報告があるが、いまだに議論のある所である。
本研究では拍動流体外循環が局所組織内血流量に及ぼす影響について実験的考察を行った。
〔実験方法〕
雑種成犬56頑を使用しpentobarbital sodiumによる麻酔下に完全体外循環下に局所組織内
血流量測定を行った。血流測定臓器は肝臓、膵臓、腎皮質及び、腎髄質であり、冷却過程と．脳温20℃
40分間の全身循環停止後の復温過程で測定を行った。測定は冷却過程、復温過程共に、脳温3鉛
3げC，2cc，2げC，で行った。脈圧は常に30mmHg以上を示し、生理的な圧波形と類似した形
態を呈していた。局所臓器組織内血流量は水素クリアランス法で測定した。
〔結　　果〕
肝局所組織内血流量は実測値において非拍動流群では冷却過程の脳温がCにおいて30．0±5．7
ml／min／100gであったのに対し拍動流群では51．8±4．8ml／min／100gと両群間に
有意差を認めた。変化率でも脳温がCにおいて拍動流群が84．0±7．9％の低下にとどまるのに対
し、非拍動流群では54．0±9．3％と有意に血流量の低下が著しかった。
膵局所組織内血流量は実測値においては非拍動流群で冷却過程の脳温2げCでは29．5±4．9ml
／min／100gまで低下するのに対し拍動流群では67．6±7．1ml／min／100gと有意に拍動
流群での血流量の低下が少なかった。変血率でも脳疲2（デCで非拍動流群の66．6±3．9％に対し拍
動流群では91．9±5．4％と有意に組坪内血流量の低下が少なかった。
腎皮質においては実測値では冷却過程においては脳温25つCを除いて常に両群間に有意差を認め
た。変化率では冷却過程においては、両群間に有意差を囲めなかった。腎皮質において最も著明
な事実は実測値、変化率共に循環再開直後の脳温がCで拍動流群では直ちに組織内血流量が回復
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するのに対し非拍動流では血流の回復が見られなかったことである。腎髄質では実測値で冷却過
程脳温3げCで拍動流群80．1±15．7ml／min／100g　に対し非拍動流群43．3±7．8ml／／血in
／100gと有意差を認めた。また、復温過程脳温2げCで非拍動流群0．82±0．82ml／／知in／400g
に対し拍動流群24．1±10．2ml／hin／100gといずれも有意に血流量が多かった。変化率でも
30℃で拍動流群79．6士9．6％に対し非拍動流群48．7±4．2％と有意差を認めた。復温過程でも脳温
2げCにおいて拍動流群21．2±9．2％に対し非拍動流群1．58±1．58％と有意に拍動流群の臓器組
織内血流量の回復が良好であった。
〔考　　　案〕
現在、一般的にはDeBakey型ローラーポンプによる非拍動流体外循環が開心術に使用されて
いる。現在までにも拍動流体外循環の有用性についての報告は多いが常温下における研究がほと
んどである。しかしながら、このような非生理的な循環動態と共に低体温あるいは循環停止とい
う大きなストレスは重要臓器の機能に悪影響を与えると考えられる、ここに本実験研究の意義が
あると考えられる。
本実験研究において臓器組織内血流量の測定に水素クリアランス法を使用した。この方法は、
循環動態に及ぼす影響が少ない。その上、信頼性も高い方法であると考えられる。
開心術が肝槻能に与える影響についてはあまり問題にされたことはなかった。しかしながら、
術前より長期にわたって心不全を呈し、うっ血肝の状態にある症例においては術後の肝機能障害
発症は術後管理に大きな影響を与えると考えられる。拍動流群において特に低体温下での臓器組
織内血流量の低下が少なく臓器機能に与える影響は少ないと考えられる。
膵臓においては低体温によるインスリン分泌低下や体外循環に起因する組織内循環不全による
臓器機能低下に対し拍動流体外循環では局所臓器組織内血流量の低下が少なく臓器機能に対する
影密が少ないと考えられる。
腎皮質、髄質共に拍動流群循環再開直後より直ちに組織内血流量の回復が見られる。この機序
としては項動脈小体など圧受容体を介する反応や、拍動流自体の持つエネルギーが末梢血管開存
に有効に作用していることが想像される。即ち、腎組織への非生理的循環動態及び低体温の影響
に対し拍動流体外循環が保護的に働くと考えられる。
〔結　　　語〕
以上の事実は拍動流体外循環では超低体温下循環停止を併用する場合でも肝、膵、腎組織内血
流量の低下が少なく、これらの臓器の機能保護に有用であると思われる。従って乳幼児や、成人
でも長時間の大動脈遮断を要する症例では拍動流体外循環は極めて有用であると考えられる。
学位論文審査の結果の要旨
乳幼児の心臓手術には全身循環停止を伴う体外循環併用超低体温法が用いられている。この場
合、術後の各種臓器の機能障害が度々問題となる。本実験では、麻酔犬を用いて超低体温拍動流
体外循環が非拍動流体外循環に比べて臓器血流の低下が少なく、従って臓器障害の可能性が少な
いことを始めて明らかにした。
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実験にはpentobarbital麻酔犬を用いた。脳温35℃から20℃まで漸次低下した時の肝臓、膵
臓、腎皮質および腎髄質の血流量を水素ガスクリアランス法にて測定した。また、20℃の脳温で
40分間循環停止後35℃まで回復させた際の血流変化をも併せ観察した。肝臓及び膵臓の血流量は
COOlingと共に減少したが、その程度は拍動流群において非拍動流群より明らかに軽度であった。
その差は20℃の時点で著名であった。腎臓の皮質と髄質では、循環停止40分後、20℃で循環再開
時の血流量が拍動流群において非拍動流群より著しく大であった。拍動流による血液確流は測定
したいずれの末梢臓器においても血流低下を防止したことより、これら臓器の機能保護に有用で
あると思われる。
今回の研究は、臓器機能障害を防護する血液港流手技を超低体温下で始めて示し、その臨床応
用の可能性を示唆した興味あるものであり、学位を授与するに値すると判断された。
ー17－
U
J
